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自治協議会名

班 長 西條エリ子

参 加 人 数 9

　伊賀市議会議長　様

３ 班

＜③市長・市議同日選挙＞

班長 西條　エリ子

・経費でのメリットがあり、住民としてデメリットは感じられない。

令和４年１１月２８日（月）

　上記のとおり、地域意見交換会の概要について報告いたします。

　　　 令和４年度地域意見交換会

　⇒（議員）外からの目、若い人の目も大事にして、地域でも検討してほしい。

　⇒（議員）高齢者同士の支え合いは、事故が心配。

　　　　　　神戸・北斗号の例でも、運転は責任を取れる人（事業者）がしている。

　　　　　　近所の助け合いならよいが、自治協主体となると違うので慎重に。

　⇒（議員）（市のデマンド交通検討の現状について説明）

　⇒（議員）議員で共同して議会全体で考えていくようにしたい。

＜②地域の活性化（各種補助金）について＞

・過疎債を一般財源化せず過疎地域の活性化のために利用してほしい。

・地域連携部の姿が見えない。もっと発信して、地域を引っ張ってほしい。

・（地域おこし協力隊員から）民間との連携が組めないか。地方に住みたい若い人は

　いるが、「田舎は就職先がない」と言ってあきらめる。雇用を生み出すような公民連携。

・税金を観光ではなく、企業誘致に使ってほしい。子どもが出ていかないように。

・既存のタクシーと運転手を使ってできないか。行政が先頭で、公共と民間が共働で。

出 席 議 員
西條エリ子、森中秀哲、桃井弘子、福岡正康

記録・報告者 森中　秀哲

名

【主な意見・提言等】

＜①地域交通の効率化＞

・行政バスはいつも１～２人しか乗っていない。山田で乗り換えで不便。

・布引地域で高齢者が高齢者を運ぶかたちで実現できないか検討している。

・何か事故があったときにどう責任を取るかがネック。

報　　告　　書
令和４年１１月２５日（金） １９時００分 ２０時１５分

布引地域住民自治協議会 開 催 場 所 布引地区市民センター


